










要約 

大宮市における低出生体重児の出生頻度は約6%弱であり,そのうち出生体重2.0～2.5kgの

乳児が 80%近くを占める。出生時合併症,高齢出産,若年出産,既流死産率,SFG 率をみると出

生体重 1.5～1.9kg の乳児に特に高い。生後 4ヵ月乳児健診では出生体重が小さければ小さ

いほど受診率が悪く,要観察と判定される率が高い。したがって出生体重2kg 未満の乳児の

健診受診率を高め,心身障害児の早期発見に努めねばならない。 


